事　　業　　計　　画　　書
自　　年　　月　 　日から
至　　年　　月　 　日まで
○○○○組合
Ⅰ　事業計画

　１．共同購買に関する事業
この事業は、組合員が需要する次の製品の全需要数量（又は全需要数量の〇％）を組合員から委託を受けて、組合が購買することにより実施する。
	
	購買量
	販売高
	手数料率
	手数料高

	Ａ品
	〇〇個
	〇〇〇円
	〇個につき〇円
	〇〇円

	Ｂ品
	〇〇ダース
	〇〇〇円
	〇ダースにつき〇円
	〇〇円

	Ｃ品
	〇〇kg
	〇〇〇円
	〇kgにつき〇円
	〇〇円


２．外国人技能実習生共同受入事業

　　　この事業は、我が国で開発され培われた技術・技能・知識を開発途上国に移転を図り、当該開発途上国を担う「人づくり」に寄与することを目的に、技能実習計画に従って実施する。

　（１）当組合の技能実習取扱職種

　　　　　○○○○
　　　　　※異業種組合にあっては全ての取扱い職種を記載すること
　（２）予定技能実習生送出国及び年度内受入予定技能実習生の数

　　　　　中国　　　　○○人
ベトナム　　○○人
カンボジア　○○人

　（３）事業実施体制

　　　①本事業に責任を有する役員

　　　　　理事長　○○○○

　　　②監理責任者

　　　　　〇〇部長　○○○○

　　　③外部監査人（又は外部役員）
　　　　 社会保険労務士　○○○○

　　　④技能実習作成指導者

　　　　　○○○○、○○○○

　　　⑤訪問指導者

　　　　　○○○○、○○○○

　　　⑥通訳

　　　　（ア）中国　　　　○○○○
（イ）ベトナム　　○○○○
（ウ）カンボジア　○○○○

　　　⑦技能実習生からの相談に対する体制

　　　　　監理責任者、技能実習計画作成者、訪問指導者及び通訳が夜間及び休日を含め、技能実習生からの相談に対応する。

　　　　　また、組合通訳が技能実習生とのメール交換を通じて、日常的に技能実習生の状況把握に努め、監理責任者の指示を受けて適切に対応する。

　　（４）技能実習生受入計画及び講習実施計画の概要

　　　①第○期生

　　　　　　入国予定日　　　〇年〇月〇日

　　　　　　受入組合員数　　〇社

　　　　　　受入実習生数　　〇名
　　　　　　講習期間　　　　〇年〇月〇日～〇年〇月〇日（○○時間）

　　　　　　講習実施施設　　○○○○○○○○（所在地：○○○○）

　　　　　　講習宿泊施設　　○○○○○○○○（所在地：○○○○）

　　　　　　実習期間　　　　〇年〇月〇日～〇年〇月〇日（○○時間）

　　　　　　送出し期間　　　○○○○○○○○（国名○○○○）
　　　②第○期生

　　　　　　入国予定日　　　〇年〇月〇日

　　　　　　受入組合員数　　〇社

　　　　　　受入実習生数　　〇名
　　　　　　講習期間　　　　〇年〇月〇日～〇年〇月〇日（○○時間）

　　　　　　講習実施施設　　○○○○○○○○（所在地：○○○○）

　　　　　　講習宿泊施設　　○○○○○○○○（所在地：○○○○）

　　　　　　実習期間　　　　〇年〇月〇日～〇年〇月〇日（○○時間）

　　　　　　送出し期間　　　○○○○○○○○（国名○○○○）
（５）相手国別技能実習生職業紹介計画
	相手国
	区分（取扱職種）
	年間有効求職者見込数

	
	
	

	中国
	○○○○
○○○○
	○名
○名

	ベトナム
	○○○○
○○○○
	○名
○名

	カンボジア
	○○○○
	○名


※適宜、必要な項目を追加すること。
　３．教育情報提供事業

（１）教育事業

　①講習会の開催

　　　新規に技能実習生を受け入れる組合員を対象に、技能実習制度の概要、技能実習生受入れに関する留意点、技能実習生の保護等に関する講習会を開催する。

　　　開催時期　　適宜開催

　②研修会の開催

　　　実習実施者である組合員企業の、技能実習責任者、技能実習指導員、生活指導員を対象に技能実習制度の適正な実施及び技能実習生の保護に関する研修会を各年１回実施する。

（２）情報提供事業

実習実施者である組合員企業に対し、関係法令の変更、技能実習生送出国の現況、関係機関からの指示・要請事項等について適宜情報提供を行う。
Ⅱ　諸会議の開催

　１．総会（総代会）　令和〇〇年〇月下旬に〇〇〇にて開催予定

　２．理事会　　　　　共同事業の進捗状況を見据えて、おおむね四半期に１回程度開催

　３．委員会　　　　　共同事業の円滑な実施を図るため、〇〇委員会を随時開催
